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2014年11月５日　第 290 号

コメつくってメシ食えねえ

怒りを訴える門倉委員長

10月26日朝撮影　青森市荒川

会話をしながら署名活動

弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認

年
金
一
揆
青
森
集
会

■
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と

２
０
１
３
年
８
月
、青
森
県
の

国
民
健
康
保
険
の
滞
納
世
帯
割

合
は
20
．４
㌫
、５
世
帯
に
１
世

帯
が
滞
納
と
な
っ
て
い
る
。そ

の
結
果
、短
期
保
険
証
交
付
割

合
は
６
．２
㌫
、資
格
証
明
書
交

付
割
合
は
１
．４
㌫
に
上
が
っ

て
い
る
。■
「
す
べ
て
国
民
は
、

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」

（
憲
法
25
条
）と
憲
法
上
明
記

さ
れ
て
い
る
日
本
で
、健
康
を

守
る
た
め
に
最
低
限
必
要
な
病

院
に
も
安
心
し
て
行
け
な
い
の

が
こ
の
国
の
現
状
で
あ
る
。■

保
険
料
（
税
）を
納
め
る
金
が

な
い
と
い
う
こ
と
は
、税
金
も

支
払
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。青
森
県
市
町
村
税
滞
納
整

理
機
構
に
よ
れ
ば
、２
０
１
３

年
の
差
押
件
数
は
１
１
７
１
件
、

差
押
額
は
13
億
８
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
。■
ト
ヨ
タ
自
動

車
が
５
年
間
（
２
０
０
８
年
〜

２
０
１
２
年
）に
わ
た
っ
て
、法

人
税
を
１
円
も
支
払
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
豊
田
社
長
が
会

見
で
漏
ら
し
た
こ
と
に
は
驚
か

さ
れ
た
。日
本
最
大
の
企
業
が

社
会
的
責
任
で
あ
る
税
金
を
支

払
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。■

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」は
、主
権
者

で
あ
る
国
民
を
一
層
貧
困
化

さ
せ
、「
大
企
業
さ
か
え
、国
滅

ぶ
」日
本
を
作
り
だ
そ
う
と
す

る
経
済
政
策
で
あ
る
。経
済
の

語
源
は「
経
国
財
民
」国
を
治
め
、

民
を
救
う
。そ
の
た
め
に
は
、富

め
る
も
の
か
ら
取
り
、貧
し
い

者
へ
と
分
配
す
る
所
得
再
分
配

が
不
可
欠
」で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。　
　
　
　
　
　
　
（
奥
村
）

労
働
法
制
改
悪

反
対
県
連
絡
会
運
動
を
強
化

派
遣
法
改
悪
案
再
提
出

コメつくってメシ食えねえ
概算金が大暴落

県国公の伊藤さん
　

国
民
・
労
働
者
の
強
い

批
判
で
い
っ
た
ん
廃
案
に

な
っ
た
改
悪
案
を
再
び
提

出
し
た
阿
倍
政
権
の
や
り

方
は
異
常
で
す
。
「
県
連

絡
会
」
は
、
毎
月
定
例
の

街
頭
宣
伝
署
名
行
動
を
続

け
て
い
ま
す
。
10
月
６
日
、

さ
く
ら
野
デ
パ
ー
ト
（
青

森
市
内
）
前
で
街
宣
。
県

国
公
を
始
め
各
組
合
か
ら

　
安
倍
内
閣
は
、
先
の
通
常
国
会
で
廃
案
に
な
っ

た
「
労
働
者
派
遣
法
改
悪
法
案
」
を
臨
時
国
会
に

再
提
出
、
成
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
労

働
政
策
審
議
会
は
、
残
業
代
ゼ
ロ
の
労
働
時
間
規

制
の
緩
和
、
解
雇
の
金
銭
解
決
制
度
、
解
雇
が
し

安倍内閣

　

「
今
度
は
、
安
倍
首
相
へ
の

直
訴
だ
！
」
の
か
け
声
で
、
10

月
14
日
、
県
年
金
者
組
合
東
青

支
部
は
「
２
０
１
４
年
金
一
揆

青
森
集
会
」
を
開
催
、
県
教
育

会
館
の
会
場
に
80
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

全
日
本
年
金
者
組
合
は
、
先

の
年
金
削
減
不
服
審
査
請
求
運

動
に
続
き
、
全
国
20
万
を
目
標

に
個
人
請
願
大
運
動
を
新
た
に

開
始
。
集
会
は
、
運
動
成
功
に

向
け
た
決
起
の
場
に
な
り
ま
し

た
。

　

門
倉
昇
委
員
長
は
「
２
ケ
月

14
名
が
参
加
、
市
民
に
チ
ラ
シ

と
テ
ィ
シ
ュ
を
ま
き
な
が
ら
署

名
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

マ
イ
ク
を
握
っ
た
県
国
公
事

務
局
長
の
伊
藤
嘉
明
さ
ん
は
、

常
用
雇
用
禁
止
、
臨
時
的
・
一

時
的
業
務
限
定
、
期
間
は
原
則

１
年
、
延
長
し
て
も
３
年
が
上

限
と
い
う
現
行
派
遣
法
の
大
原

則
を
覆
し
、
３
年
経
過
後
に
労

働
者
を
入
れ
替
え
れ
ば
永
久
に

派
遣
労
働
者
を
使
う
こ
と
が
出

来
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
で
は

正
社
員
を
派
遣
社
員
に
置
き
換

え
可
能
な
「
正
社
員
ゼ
ロ
法
」

だ
と
本
質
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
裁
量
労
働
制
拡
大
や

労
働
を
時
間
規
制
か
ら
成
果
で

測
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
エ
グ

ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
導
入
は
残
業
代

を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
、
限
定
正

社
員
は
首
切
り
し
や
す
い
「
名

ば
か
り
正
社
員
」
の
こ
と
、
金

さ
え
払
え
ば
い
つ
で
も
解
雇
出

間
足
ら
ず
で
署
名
が

組
合
員
の
３
倍
以
上

の
１
千
６
百
人
を
超

え
た
。
市
民
は
安
倍

内
閣
へ
の
怒
り
で
一

杯
だ
」
と
訴
え
ま
し

た
。
奥
村
県
労
連
議

長
、
日
本
共
産
党
藤

原
青
森
市
議
団
長
ら

が
連
帯
あ
い
さ
つ
。

決
意
表
明
と
集
会
宣

言
採
択
の
あ
と
、
参
加
者
全
員

で
「
が
ん
ば
ろ
う
♪
」
を
歌

い
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
「
年
金
者
一
揆
」
行

動
は
、
八
戸
で
10
月
17
日
、
弘

前
で
18
日
と
、
相
次
い
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

や
す
い
業
務
・
地
域
限
定
の
限
定
正
社
員
の
導
入

な
ど
、
全
面
的
な
雇
用
改
悪
の
議
論
を
進
め
て
い

ま
す
。
県
労
連
は
、
今
年
３
月
に
再
建
し
た
「
労

働
法
制
改
悪
反
対
県
連
絡
会
」
を
中
心
に
反
対
運

動
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
新

米
価
格
が
青

森
県
を
含
め

全
国
的
に
過

去
最
低
水
準

に
下
落
し
て

い
ま
す
。
概

算
金
（
農
協

が
コ
メ
農
家

に
支
払
う
仮

払
い
金
）
が

８
千
円
割
れ

を
起
こ
し
、
全
国
平
均
60
㎏
あ

た
り
の
生
産
費
一
万
六
千
円
を

来
る
解
雇
規
制

の
緩
和
は
「
首

切
り
自
由
法
」

だ
と
訴
え
ま
し

た
。

　

労
働
法
制
の

全
面
改
悪
は
、

「
世
界
一
企
業

が
活
動
し
や
す

い
国
」
づ
く
り

を
目
指
す
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
・
成

長
戦
略
の
目
玉

政
策
。
労
働
者
が
長
年
の
闘
い

で
獲
得
し
て
き
た
労
働
制
度
や

政
策
、
労
働
法
を
根
本
か
ら
改

悪
し
、
憲
法
を
全
面
否
定
す
る

安
倍
暴
走
政
権
の
大
き
な
悪
政

の
ひ
と
つ
で
す
。

　

今
で
も
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
、
ブ

ラ
ッ
ク
・
バ
イ
ト
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、
深
刻
な
人
権

侵
害
が
野
放
し
状
態
。
雇
用
環

境
を
改
善
し
て
行
く
た
め
に
、

安
倍
内
閣
に
よ
る
労
働
法
制
の

大
改
悪
を
阻
止
す
る
運
動
の
強

化
は
、
益
々
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

【
日
程
の
お
知
ら
せ
】

●
２
０
１
４
年
度
組
織
拡
大
強

化
交
流
集
会
＝
11
月
15
日
13
時

〜
17
時
、
県
教
育
会
館

●
15
春
闘
県
春
闘
共
闘
会
議
総

会
＝
12
月
11
日
18
時
〜
19
時
30

分
、
県
労
連
会
館

●
県
労
連
第
31
回
評
議
員
会
＝

12
月
13
日
13
時
30
分
〜
19
時
、

リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

青
森

●
青
森
生
存
権
裁
判
判
決
＝
12

月
16
日
、
仙
台
高
裁

●
年
末
な
ん
で
も
相
談
会
＝
12

月
19
日
〜
20
日
（
両
日
10
時
〜

16
時
）、
青
森
・
さ
く
ら
野
デ

パ
ー
ト
４
Ｆ

大
き
く
下
回
り
、
コ
メ
農

家
は
「
コ
メ
つ
く
っ
て
メ

シ
食
え
ね
え
」
と
悲
鳴
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

　

暴
落
の
直
接
の
要
因
は
、

13
年
産
過
剰
米
に
あ
り
ま

す
が
、
米
価
は
市
場
ま
か

せ
と
い
う
安
倍
政
権
の
コ

メ
政
策
も
大
き
な
要
因
で

す
。
安
倍
政
権
は
生
産
調

整
か
ら
も
完
全
に
手
を
引

き
、
市
場
原
理
に
放
置
。
ま
さ

に
農
家
切
り
捨
て
政
策
で
す
。

　

主
食
で
あ
る
コ
メ
の
需
給
と

価
格
安
定
を
図
る
の
は
政
府
の

重
要
な
役
割
で
す
。
暴
落
が
続

け
ば
、
農
業
経
営
へ
の
打
撃
は

図
り
知
れ
ず
、
地
域
経
済
に
も

甚
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

青
森
県
労
連
は
、
農
業
県
の
東

北
各
県
労
連
と
連
携
し
、
農
協

労
連
と
協
力
し
合
い
、
安
倍
内

閣
に
向
け
て
、
個
人
・
団
体
署

名
運
動
や
国
会
請
願
行
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
度
は
首
相
へ
直
訴
だ
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第288回
まちがい
さがし

原告の皆さん（仙台高裁にて）

青
森
生
存
権
裁
判

近
づ
く
高
裁
判
決

青
森 

八
戸 

弘
前 

五
所
川
原

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

のびるん

オナガ勝利を！

ト
ピ
ッ
ク

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
12
月
15
日

●
発
表
＝
１
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若
宮

１
６
５
―
１
９
。Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第
288
回
ま

ち
が
い
さ
が
し
」係
り
ま
で
。

第
286
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》

①
き
ね

②
臼

③
餅
を
こ
ね
て
い
る
ウ
サ
ギ

の
耳

④
右
端
の
家
の
屋
根

⑤
右
の
座
布
団

⑥
浴
衣
の
袖

⑦
左
の
女
性
の
髪

《
当
選
者
》

　
100
円
の
宝
ク
ジ

を
100
枚
買
っ
て
、１
万
円
当
た

っ
た
。（
成
田
夏
彦
・
年
金
者
組

合
）

　
今
回
�
ま
ち
が
い

箇
所
を
全
部
見
つ
け
ら
れ
て
嬉

し
か
っ
た
。（
笠
原
直
美
・
県
教

組
）

　
誕
生
日
に
妻
か
ら

ネ
ク
タ
イ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

た
。あ
り
が
と
う
。（
神
孝
則
・

県
国
公
）

　
テ
ニ
ス
界
の
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
。錦
織
さ
ん
、伊
達
さ

ん
、あ
り
が
と
う
。（
佐
々
木
敦

子
・
建
交
労
）

　
朝
夕
冷
え
込
み
�

空
気
が
澄
ん
で
い
る
の
か
、月

明
か
り
が
綺
麗
。（
今
晴
美
・
ひ

だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
）

　
﹁
Ｎ
Ｈ
Ｋ
﹂
は

安
倍
放
送
局
で
、新
自
由
主
義

は
「
ル
ー
ル
な
き
株
主
資
本
主

義
」だ
。騙
さ
れ
て
は
い
け
な
い
。

（
長
内
一
・
建
交
労
）

　
職
員
駐
車
場
に
駐
車
中
�

バ
ン
パ
ー
に
傷
。痛
い
出
費
だ

っ
た
。（
笹
恵
美
子
・
県
教
組
）

　
平
和
を
考
え
る
県
民
の
集
い

に
参
加
。桜
井
市
長
さ
ん
の
話

し
は
胸
に
迫
り
ま
し
た
。（
長
内

幸
子
・
建
交
労
家
族
）

　
図
書
カ
�
ド
�

当
た
り
ま
せ
ん
ね
〜
。ど
う
し

県
内
行
動
を
一
斉
に

加入倍化めざす
全労連自動車共済

かがやけ憲法
全労連キャラバン

心
に
展
開
し
ま
し
た
。22
日
は

青
森
市
・
さ
く
ら
野
デ
パ
ー
ト

前
で
「
憲
法
ネ
ッ
ト
あ
お
も

り
」も
加
わ
り
、25
名
の
参
加
で

　

10
月
10
日
か
ら
始
ま
っ
た
秋

の
「
か
が
や
け
憲
法
２
０
１
４

全
労
連
キ
ャ
ラ
バ
ン
」青
森
県

内
行
動
を
、22
日
〜
23
日
を
中

た
も
の
か
な
？
（
一
戸
茂
実
・

自
治
労
連
）

　
青
森
市
議
選
は
�

天
気
が
悪
く
て
も
、棄
権
し
な

い
よ
う
に
。（
細
川
弘
彦
・
年
金

者
組
合
）

　
虫
の
鳴
き
声
が
す
ご
い
！

秋
で
す
ね
。（
宇
部
好
子
・
県
教

組
）

　
学
ん
で
初
め
て
知
�
た
�

天
皇
制
を
廃
止
し
、共
和
制
の

憲
法
を
主
張
し
た
の
が
共
産
党

だ
け
だ
っ
た
こ
と
を
。（
三
浦
し

の
ぶ
・
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
）

　
今
年
の
夏
は
�

暑
く
も
な
く
寒
く
も
な
く
雨
が

多
い
夏
で
し
た
。（
中
村
龍
平
・

建
交
労
）　

　
台
風
19
号
が
静
ま
り
�

ほ
っ
と
し
ま
し
た
。（
村
上
美
津

子
・
年
金
者
組
合
）

【
あ
と
が
き
】

　

短
期
間
で
し
た
が
、第
264
号

か
ら
新
聞
づ
く
り
を
担
当
し
ま

し
た
。今
号
を
最
後
に
交
替
し

ま
す
。ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。　
　
　

　（
Ｔ
）

　

今
年
、

全
労
連
の

自
動
車
共

済
加
入
促

進
重
点
10

県
の
ひ
と

つ
に
指
定

さ
れ
た
青

森
県
労
連

は
、
こ
れ

迄
加
入
６

街
頭
宣
伝
を

実
施
。
県
労

連
の
奥
村
議

長
は
通
行
中

の
市
民
に
、

集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認

の
憲
法
解
釈

は
日
本
を

「
戦
争
で
き

る
国
」に
つ

く
り
変
え
る

も
の
で
、
絶

台
増
を
実
現
、
現
在
３
台
が
見

積
も
り
中
で
す
。
運
動
開
始
時

の
27
台
か
ら
来
年
５
月
ま
で
に

54
台
に
倍
加
す
る
こ
と
が
目
標
。

昨
年
４
県
が
重
点
に
指
定
さ
れ
、

４
県
す
べ
て
で
代
理
所
設
立
を

実
現
。
青
森
県
に
も
代
理
所
設

立
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

全
労
連
の
共
済
制
度
は
加
入

者
本
人
や
家
族
の
た
め
に
限
ら

ず
、
組
織
や
組
合
員
全
員
に
と

っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
。
今
後

は
い
よ
い
よ
、
各
組
合
執
行
部

と
の
協
議
を
経
て
、
直
接
職
場

に
足
を
運
び
、
見
積
も
り
作
成

作
戦
を
実
施
、
本
格
的
に
加
入

増
を
目
指
し
ま
す
。

マイク宣伝・署名・シールアンケート

　

投
票
日
11

月
16
日
の
沖

縄
県
知
事
選
。

県
労
連
は
オ

ス
プ
レ
イ
配

備
撤
回
、
米

軍
普
天
間
基

地
閉
鎖
・
撤

去
、
県
内
移

設
・
辺
野
古

新
基
地
建
設

反
対
を
掲
げ

る
前
那
覇
市
長
の
翁
長
雄
志

（
オ
ナ
ガ
タ
ケ
シ
）
氏
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

保
革
の
垣
根
を
越
え
た
、
ま

さ
に
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
声
を

代
表
す
る
翁
長
氏
。
県
民
を
裏

切
っ
た
仲
井
間
弘
多
候
補
（
現

職
）
に
負
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
翁

長
氏
勝
利
は
、
安
倍
暴
走
政
権

へ
の
痛
打
で
す
。
支
援
募
金
へ

の
協
力
を
訴
え
ま
す
。

沖縄知事選支援カンパの訴え

　

17
通
の
応
募
で

16
通
が
正
解
で
し

た
。
当
選
者
は
次

の
方
々
で
す
。
今

晴
美
（
ひ
だ
ま
り

ユ
ニ
オ
ン
）、
葛

巻
千
津
子
（
サ
ン

ヨ
ー
ソ
ー
イ
ン
グ

青
森
支
部
）、
小

笠
原
久
美
子
（
県

教
組
）、
笠
原
直

美
（
県
教
組
）

対
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
訴
え
ま
し
た
。40
分
の
行
動

で
署
名
は
37
筆
。シ
ー
ル
投
票

に
は
47
名
が
協
力
し
、集
団
的

自
衛
権
行
使
反
対
は
46
名
、憲

法
９
条
改
悪
反
対
は
45
名
で
し

た
。

　

そ
の
後
、東
奥
日
報
労
働
組

合
（
新
聞
労
連
）を
訪
問
し
、委

員
長
と
秘
密
保
護
法
・
集
団
的

自
衛
権
行
使
、組
織
の
拡
大
な

ど
に
つ
い
て
懇
談
。こ
れ
に
は
、

全
労
連
の
五
十
嵐
常
任
幹
事
と

国
吉
書
記
も
参
加
し
ま
し
た
。

23
日
は
八
戸
市
に
あ
る
デ
ー
リ

ー
東
北
労
働
組
合
（
新
聞
労

連
）と
高
橋
製
作
労
働
組
合
を

訪
問
、懇
談
し
ま
し
た
。

他
に
、中
弘
南
黒
地
区
労
連
が

20
日
に
行
動
。国
土
交
通
労
組

浅
瀬
石
ダ
ム
分
会
と
フ
ァ
ル
マ

労
働
組
合
を
訪
問
、加
盟
を
働

き
か
け
ま
し
た
。西
北
五
地
区

労
連
は
、８
日
間
連
続
の
流
し

宣
伝
を
実
施
し
た
う
え
、19
日

に
「
９
条
交
流
集
会
―
戦
争
し

な
い
国
の
た
め
に
」を
60
名
の

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

青
森
地
裁
で
の
第
一
審
敗

訴
を
覆
す
勢
い
で
、
仙
台

高
裁
の
公
判
日
ご
と
に
大

型
バ
ス
満
席
で
傍
聴
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

同
会
は
団
体
・
個
人
署

名
集
約
な
ど
一
層
運
動
を

強
め
、
従
来
に
増
す
多
数

の
傍
聴
者
を
組
織
し
て
、

判
決
日
を
迎
え
よ
う
と
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

青
森
生
存
権
裁
判
の
仙
台
高

裁
審
理
は
８
月
19
日
に
結
審

し
、
12
月
16
日
は
い
よ
い
よ
判

決
日
。「
支
援
す
る
会
」
は
、

　

放
射
性
物
質
飛
散
に
見

立
て
、
７
月
20
日
開
催
の

「
大
間
原
発
反
対
現
地
集

会
」
で
飛
ば
し
た
500
個
の

風
船
。
う
ち
１
個
が
50
㎞

以
上
離
れ
た
北
海
道
厚
沢

部
町
の
畑
で
見
つ
か
っ
た

と
い
う
記
事
を
、
９
月
９

日
付
け
「
函
館
新
聞
」
が

報
じ
て
い
ま
す
。


